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石塚・赤塚線  開業式　石塚・赤塚線  開業式　

平成29年度  施政方針と予算の概要

「人と自然が響きあい　　　
　ともに輝く住みよいまち」

第２次城里町総合計画働
く
場
所
を
つ
く
る

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る

住
む
場
所
を
つ
く
る

住
み
続
け
た
い
と
思
う

心
を
つ
く
る
　
　
　
　

○働く場所をつくる
○住みよい環境をつくる
○住む場所をつくる
○住み続けたいと思う心をつくる
の４つを政策の柱として、人口減少対策に引き続
き取り組みます。

城里学ぶっく

　昨年度策定した「第２次城里町総合計画（平成28
年度～平成37年度）」に基づき、今年度も

●
旧
七
会
中
学
校
の
跡
地
整

　

備
を
し
、
七
会
支
所
・
公

　

民
館
・
や
ま
び
こ
の
郷
、

　

さ
ら
に
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ

　

ッ
ク
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を

　

備
え
た
複
合
施
設
の
整
備

　

を
行
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

　

等
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

　

や
、
交
流
人
口
の
増
大
が

　

見
込
め
る
経
済
活
動
の
拠

　

点
創
出
を
推
進
し
ま
す
。

●
町
の
直
売
所
の
整
備
に
力

　

を
入
れ
、
集
客
力
・
満
足

　

度
を
高
め
ま
す
。加
え
て
、

　

売
上
増
加
に
よ
る
雇
用
の

　

創
出
を
図
り
ま
す
。

●
水
田
農
業
で
は
、
常
北
地

　

区
に
お
い
て
大
区
画
の
水

　

田
を
構
築
す
る
べ
く
、
土

　

地
改
良
事
業
の
実
施
を
目

　

指
し
、調
査
を
行
い
ま
す
。

●
畜
産
・
農
業
・
商
業
が
相
互

　

に
連
携
す
る
「
畜
産
ク
ラ

　

ス
タ
ー
事
業
」
を
推
進
し
、

　

地
産
地
消
を
図
り
ま
す
。

●
保
育
施
設
・
幼
稚
園
に
通

　

う
、５
歳
児
の
保
育
料（
授

　

業
料
）無
料
化
を
４
歳
児
ま

　

で
拡
充
し
、
子
育
て
支
援

　

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り

　

ま
す
。

●
都
市
計
画
の
見
直
し
に
よ

　

る
都
市
計
画
道
路
の
整
備

　

に
着
手
し
ま
す
。
先
見
性

　

を
持
っ
て
、
丁
寧
か
つ
迅

　

速
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

●
公
共
交
通
の
整
備
・
推
進

　

に
努
め
、
高
校
生
の
通
学

　

や
高
齢
者
の
通
院
の
足
を

　

確
保
し
ま
す
。

●
安
心
で
清
潔
な
生
活
を
確

　

保
す
る
た
め
、
環
境
セ
ン

　

タ
ー
の
更
新
事
業
及
び
衛

　

生
セ
ン
タ
ー
の
延
命
化
事

　

業
に
着
手
し
ま
す
。

●
町
内
で
新
た
に
家
を
建
て

　

る
際
、
宅
地
購
入
に
対
し

　

25
万
円
の
補
助
を
し
、
町

　

内
事
業
所
に
よ
り
新
築
し

　

た
場
合
は
さ
ら
に
50
万
円

　

の
補
助
を
し
ま
す
。
定
住

　

促
進
と
建
築
関
連
産
業
の

　

振
興
を
図
り
ま
す
。

●
町
営
住
宅
の
改
善
を
行
い

　

ま
す
。
常
北
・
桂
地
区
の

　

の
町
営
住
宅
に
浴
室
設
備

　

と
給
湯
器
を
備
え
付
け
る

　

こ
と
で
、
標
準
的
な
設
備

　

が
統
一
さ
れ
、
よ
り
入
居

　

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
町
外
か
ら
の
移
住
者
向
け

　

の
補
助
と
し
て
、
連
携
す

　

る
事
業
所
と
共
同
で
行
う

　

福
祉
職
等
へ
の
家
賃
補
助

　

や
、
新
婚
世
帯
の
引
越
費

　

用
の
補
助
を
継
続
し
て
行

　

い
ま
す
。

●
昨
年
度
作
成
し
た
「
城
里

　

学
ぶ
っ
く
」
を
活
用
す
る

　

教
育
を
開
始
し
ま
す
。
子

　

ど
も
た
ち
が
町
の
歴
史
や

　

文
化
を
学
び
、
郷
土
愛
を

　

育
む
こ
と
で
、
将
来
を
担

　

う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

平成29年度  施政方針と予算の概要
　昨年度策定した「第２次城里町総合計画（平成28
年度～平成37年度）」に基づき、今年度も

○働く場所をつくる
○住みよい環境をつくる
○住む場所をつくる
○住み続けたいと思う心をつくる
の４つを政策の柱として、人口減少対策に引き続
き取り組みます。

「人と自然が響きあい　　　
　ともに輝く住みよいまち」

第２次城里町総合計画第２次城里町総合計画

～６つの基本目標～

～みらいに続く城里らしさの追求と創造～～みらいに続く城里らしさの追求と創造～

１ 安心・安全な生活基盤があるまちの実現
２ 健やかに暮らせるまちの実現
３ 活力とにぎわいのあるまちの実現
４ 人と文化を育む人間性豊かなまちの実現
５ 環境にやさしく、豊かな自然と共生する
　 まちの実現
６ 思いやりのある自治のまちの実現

　総合計画は、町の最上位計画であり、行政全体
を包括する計画です。町政と行政とのまちづくり
の共通方針として位置付けています。
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平成29年度 城里町主要事業・事業費

“しろさとくらし” で　  つの特典

「住みよい環境の整備」を充実！
 ◇ 働く場所をつくる

 ◇ 住みよい環境をつくる

 ◇ 住む場所をつくる

 ◇ 住み続けたいと思う心をつくる

“しろさとくらし” で　  つの特典

平成29年度の重点施策は

町内に家を建てる際
宅地購入・新築に補助金
（予算額：14,400千円）

○地域商業活性化支援事業費補助
○道の駅かつら外部トイレ新築工事
○物産センター山桜駐車場舗装工事
○城里町民センター（仮）整備事業
○畜産クラスター事業（繰越事業）
○農業競争力強化基盤整備事業負担金

○定住自立圏地域公共交通分野事業負担金
○路線バス運行補助事業
○デマンド交通システム運行費補助
○防犯カメラ設置事業
○商店街灯ＬＥＤ化事業
○生活環境影響調査業務委託
○子育て支援促進事業委託
○保育料（授業料）４・５歳児無料化
○有害鳥獣防護柵等設置事業補助
○町営住宅子育て世代支援事業補助
○高等学校通学費助成事業
○学校給食費負担軽減事業

○住宅新築及びリフォーム事業費補助
○住宅新築用地購入事業費補助
○定住者助成金事業
○新婚新生活支援補助金
○町営住宅改修事業

○島家住宅現況調査事務
○保健福祉センター施設改修事業
○ふれあいの船事業

500千円
41,383千円
6,534千円
15,850千円
189,490千円
2,500千円

9,380千円
24,482千円
19,325千円
606千円

16,479千円
20,326千円
2,549千円

 歳入減：38,065千円
850千円
1,500千円
10,000千円

歳入減：50,796千円

9,400千円
5,000千円
3,000千円
480千円

20,060千円

1,512千円
72,842千円
 9,410千円

新たな路線バスの整備
（予算額：9,380千円）

石塚と水戸済生会総合病院、赤塚駅を結ぶ路線バ
ス「石塚・赤塚線」の運行を開始し、高校生の通
学や高齢者の通院の足を確保します。

商店街灯ＬＥＤ化
（予算額：16,479千円）

商店街灯の撤去工事及びＬＥＤ防犯灯の設置工事を
行い、安全な地域づくりを推進します。

町内で家を町内の事業所により新たに建てる場合、
最大75万円を町から補助します。

保育料（授業料）
４・５歳児無料化

（歳入減：38,065千円）
保育施設・幼稚園に通う、４・５歳児の保育料（授
業料）の無料化を行います。

「住みよい環境の整備」を充実！

子育てするなら城里町！

“しろさとくらし” で　  つの特典

平成29年度の重点施策は

平成29年度 城里町主要事業・事業費

特
典
１
『
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
』

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成（
マ
ル
福
・
マ
ル
特
）

を
中
学
生
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

※

妊
産
婦
、
ひ
と
り
親
、
重
度
心
身
障
害
者

　

の
医
療
費
も
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
特
典
２

『
４
・
５
歳
児
の
保
育
料（
授
業
料
）無
料
』

　

保
育
施
設
・
幼
稚
園
に
通
う
、
４
・
５
歳

児
の
保
育
料（
授
業
料
）を
全
額
町
が
負
担
し

ま
す
。

　
特
典
３
『
学
校
給
食
費
の
引
き
下
げ
』

　

町
内
小
学
校
・
中
学
校
の
学
校
給
食
費
を

引
き
下
げ
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
い

ま
す
。

　
特
典
４
『
高
校
生
の
通
学
費
助
成
』

対　

象　

公
共
交
通
機
関
で
通
学
す
る
生
徒

助
成
額　

年
間
定
期
券
代
の
３
割
相
当

　
（
上
限
８
万
円
）

　
特
典
５
『
町
営
住
宅
子
育
て
世
代
支
援
』

　

子
育
て
世
代
の
方
が
町
に
転
入
し
、
指
定

の
町
営
住
宅
に
入
居
し
た
時
に
補
助
金
を
お

渡
し
し
ま
す
。

補
助
額　

１
世
帯
あ
た
り
30
万
円

　
特
典
６
『
福
祉
職
等
の
移
住
支
援
』

対　

象　

町
と
連
携
す
る
福
祉
職
等
の
事
業

　

所
に
就
労
し
た
50
歳
未
満
の
方

支
給
額

〇
移
住
支
度
金
／
30
万
円

〇
家
賃
助
成
金
／
月
額
４
万
円（
３
年
間
）
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一
般
会
計
の
主
な
事
業

　

平
成
29
年
度

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る

一
般
会
計
の
主
な
事
業

　

平
成
29
年
度

住
み
続
け
た
い
と
思
う

心
を
つ
く
る　
　
　
　

住
む
場
所
を
つ
く
る

働
く
場
所
を
つ
く
る

■
地
域
商
業
活
性
化
支
援
事
業

　

費
補
助

　

５
０
０
千
円

▼
創
業
希
望
者
に
対
し
、
空
き

　

店
舗
等
の
活
用
資
金
と
し
て

　

改
装
費
用
の
一
部
を
支
援
し

　

ま
す
。

■
道
の
駅
か
つ
ら
外
部
ト
イ
レ

　

新
築
工
事

　

４
１
，３
８
３
千
円

▼
老
朽
化
し
て
い
る
道
の
駅
か

　

つ
ら
の
ト
イ
レ
を
新
築
し
、

　

環
境
整
備
・
衛
生
面
の
向
上

　

を
図
り
、
利
用
者
の
増
加
と

　

獲
得
に
努
め
ま
す
。

■
物
産
セ
ン
タ
ー
山
桜
駐
車
場

　

舗
装
工
事

　

６
，５
３
４
千
円

▼
駐
車
場
を
拡
大
・
舗
装
し
、

　

環
境
整
備
の
向
上
及
び
来
店

　

者
の
増
加
と
獲
得
に
努
め
ま

　

す
。

■
城
里
町
民
セ
ン
タ
ー（
仮
）整

　

備
事
業

　

１
５
，８
５
０
千
円

▼
廃
校
と
な
っ
た
旧
七
会
中
学

　

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
校
舎
を

　

活
用
し
、町
民
セ
ン
タ
ー（
仮
）

　

整
備
に
伴
う
備
品
を
購
入
し

　

ま
す
。

■
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備

　

事
業
負
担
金

　

２
，５
０
０
千
円

▼
増
井
地
区
土
地
改
良
区
の
再

　

基
盤
整
備
に
よ
り
、
農
地
の

　

持
続
性
・
利
便
性
の
向
上
を

　

図
り
ま
す
。

■
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

　

１
８
９
，４
９
０
千
円

　
（
繰
越
事
業
）

▼
国
の
補
助
を
受
け
、
畜
産
・

　

農
業
・
商
業
が
連
携
し
、
地

　

産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

■
定
住
自
立
圏
地
域
公
共
交
通

　

分
野
事
業
負
担
金

　

９
，３
８
０
千
円

▼
水
戸
市
と
連
携
し
、
石
塚
車

　

庫
か
ら
赤
塚
駅
間
を
結
ぶ
路

　

線
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

■
路
線
バ
ス
運
行
補
助
事
業

　

２
４
，４
８
２
千
円

▼
町
内
を
通
る
乗
合
バ
ス
運
行

　

事
業
所
へ
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
運

　

行
費
補
助
事
業

　

１
９
，３
２
５
千
円

▼
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
費
を

　

補
助
し
、
交
通
弱
者
の
交
通

　

手
段
を
確
保
し
ま
す
。

■
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

　

６
０
６
千
円

▼
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
環
境

　

整
備
に
努
め
る
た
め
、
継
続

　

的
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

　

ま
す（
町
内
交
差
点
５
か
所
）。

■
商
店
街
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

　

１
６
，４
７
９
千
円

▼
商
店
街
灯
の
撤
去
工
事
及
び

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
設
置
事
業

　

を
行
い
ま
す
。

■
生
活
環
境
影
響
調
査
業
務
委
託

　

２
０
，３
２
６
千
円

▼
新
ご
み
焼
却
施
設
・
衛
生
セ

　

ン
タ
ー
が
及
ぼ
す
生
活
環
境

　

の
影
響
に
つ
い
て
、
調
査
・

　

予
測
・
評
価
を
行
い
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
促
進
事
業
委
託

　

２
，５
４
９
千
円

▼
育
児
の
援
助
を
し
た
い
人
と

　

さ
れ
た
い
人
を
組
織
化
し
、

　

地
域
で
の
子
育
て
支
援
の
充

　

実
を
図
り
ま
す
。

■
保
育
料
４
・
５
歳
児
無
料
化

　

歳
入
減 

３
８
，０
６
５
千
円

▼
保
育
施
設
・
幼
稚
園
に
通
う
、

　

４
・
５
歳
児
の
保
育
料（
授
業

　

料
）を
無
料
に
し
ま
す
。

■
有
害
鳥
獣
防
護
柵
等
設
置
事

　

業
補
助

　

８
５
０
千
円

▼
有
害
鳥
獣
防
護
柵
・
箱
わ
な

　

の
購
入
に
対
す
る
補
助
を
行

　

い
ま
す
。

■
町
営
住
宅
子
育
て
世
代
支
援

　

事
業
補
助

　

１
，５
０
０
千
円

▼
町
外
か
ら
指
定
の
町
営
住
宅

　

に
入
居
し
た
場
合
、
子
育
て

　

世
代
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
高
等
学
校
通
学
費
助
成
事
業

　

１
０
，０
０
０
千
円

▼
公
共
交
通
機
関
で
通
学
す
る

　

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
費

　

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
住
宅
新
築
及
び
リ
フ
ォ
ー
ム

　

事
業
費
補
助

　

９
，４
０
０
千
円

▼
町
民
が
町
内
の
施
工
業
者
に

　

住
宅
の
新
築
及
び
改
良
工
事

　

を
行
う
場
合
、
経
費
の
一
部

　

を
助
成
し
ま
す
。

■
住
宅
新
築
用
地
購
入
事
業
費

　

補
助

　

５
，０
０
０
千
円

▼
申
請
者
が
町
内
の
施
工
業
者

　

に
よ
り
住
宅
の
新
築
工
事
を

　

行
う
場
合
、用
地
購
入
に
係
る

　

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
定
住
者
助
成
金
事
業

　

３
，０
０
０
千
円

▼
福
祉
職
等
の
事
業
所
と
連
携

　

し
、
移
住
者
に
家
賃
の
一
部

　

を
助
成
し
ま
す
。

■
新
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

　

４
８
０
千
円

▼
町
外
か
ら
新
婚
夫
婦
が
転
入

　

し
た
場
合
、
引
越
費
用
を
補

　

助
し
ま
す
。

■
町
営
住
宅
改
修
事
業

　

２
０
，０
６
０
千
円

▼
町
営
住
宅
改
修
工
事
の
た
め

　

の
設
計
・
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
島
家
住
宅
現
況
調
査
業
務

　

１
，５
１
２
千
円

▼
首
都
圏
向
け
交
流
事
業
の
拠

　

点
と
し
て
、
農
林
業
体
験
の

　

利
活
用
を
図
る
た
め
、
現
況

　

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

■
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
改

　

修
事
業

　

７
２
，８
４
２
千
円

▼
常
北
・
七
会
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
外
壁
等
の
改
修
工
事
を

　

行
い
ま
す
。
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平成29年度城里町予算内訳

諸収入
地方譲与税
寄附金
繰越金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
分担金及び負担金
配当割交付金
財産収入
地方特例交付金
株式等譲渡所得割交付金
交通安全対策特別交付金
利子割交付金
国有提供施設等所在
市町村助成交付金 

2億1,089万8千円
1億4,050万円

1億2千円
1億円

6,200万円
2,400万円

1,206万7千円
1,007万5千円
666万9千円
620万円

562万8千円
245万円

182万4千円

70万円

2.3％
1.5％
1.1％
1.1％
0.7％
0.2％
0.1％
0.1％
0.1％
0.1％
0.1％
－
－

－

(0.7%増)
(1.1%増)
(増減なし)
(25.0%増)
(増減なし)
(29.7%増)
(80.3%減)
(27.0%減)
(86.1%減)
(0.3%増)
(43.4%減)
(5.4%増)
(25.1%減)

(3.6%増)

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

4億6,238万5千円 (1.5％増)5.0％農林水産業費●
4億4,749万9千円 (0.2％増)4.9％消防費●

一般会計

歳出
92億1,300万円

地方交付税
36億8,260万円

(1.8％減)40.0％

●地方交付税
36億8,260万円

(1.8％減)40.0％

●
一般会計

歳入
92億1,300万円

92億1,300万円
76億3,708万4千円
29億7,136万円

2億3,116万1千円
1億9,419万2千円
19億6,213万円
437万1千円

9億4,953万9千円
2億8,551万円

10億3,882万1千円
168億5,008万4千円

5.1％減
6.9％減
－  　

52.8％減
4.0％増
2.8％増
0.6％減
4.0％減
4.4％増
24.5％減
5.9％減

一般会計
特別会計等

町税
19億7,078万2千円

(0.5％増)21.4％

●町税
19億7,078万2千円

(0.5％増)21.4％

●

町債
7億4,980万円

(27.9％減)8.1％

●町債
7億4,980万円

(27.9％減)8.1％

●
国庫支出金
6億7,304万6千円

●

(11.7％減)7.3％

県支出金
5億4,841万1千円

●

(2.9％増)5.9％

繰入金
5億459万4千円

●

(7.1％増)5.5％

地方消費税交付金
2億6,607万7千円

●

(8.8％減)2.9％

使用料及び手数料 
1億3,467万7千円

●

(3.3％減)1.5％

民生費
24億6,846万5千円

●

(3.0％増)26.8％

民生費
24億6,846万5千円

●

(3.0％増)26.8％

教育費
8億3,735万5千円
●

(45.9％減)9.1％

教育費
8億3,735万5千円
●

(45.9％減)9.1％

総務費
14億2,459万6千円

●

(3.1％増)15.5％

総務費
14億2,459万6千円

●

(3.1％増)15.5％

土木費
12億7,368万8千円

●

(5.8％増)13.8％

土木費
12億7,368万8千円

●

(5.8％増)13.8％

衛生費
8億875万9千円
●

(11.2％増)8.8％

衛生費
8億875万9千円
●

(11.2％増)8.8％

公債費
10億6,381万1千円
●

(10.2％減)11.5％

公債費
10億6,381万1千円
●

(10.2％減)11.5％

3億356万8千円
1億1,225万5千円

1,000万円
61万7千円

2千円
0円

商工費
議会費
予備費
災害復旧費
諸支出金
労働費

●
●
●
●
●
●

3.3％
1.2％
0.1％
－
－
－

(28.3%増)
(1.0%増)
(増減なし)
(増減なし)
(増減なし)
(100%減)

平 成 年 度
町 予の 算
29

一般会計予算総額
92億1,300万円

　　　　　（5.1%減）

会　　　計　　　名 平成29年度予算額 対前年度比

国民健康保険特別会計（事業勘定）
国民健康保険特別会計（施設勘定）
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計（保険事業勘定）
介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
水道事業会計

合　　　　　　　計

※（　）内の数値は対前年度比
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